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会  議  録  

 

会 議 の 名 称 第２回見沼中学校区義務教育学校開校準備委員会  

開 催 日 時 
令和２年  １月１４日（火）  

 開会：午後６時３０分・閉会：午後７時４０分  

開 催 場 所 総合福祉会館第３研修室  

出席者（委員） 
氏 名 

川嶋正義委員長、尾澤照男副委員長、久保田春明副委員長  

小林  茂副委員長、髙野真一、中居武司、小林敏信、福田貴司  

大久保明浩、小巻正夫、田口和信、清水乃理子、吉田廣明  

中村仁政  

欠席者（委員） 
氏 名 

島田謙二  

事 務 局 
鈴木教育長、江利川学校教育部長、諸貫教育総務課長、白井  

久積、岡野、嶋田、柏瀬  

会 議 内 容 

１  開会  

２  あいさつ  

３  進捗状況報告  

４  その他  

５  閉会  

会 議 資 料 

・第２回見沼中学校区義務教育学校開校準備委員会次第  

・第２回見沼中学校区義務教育学校開校準備委員会資料  

・【参考資料】各専門部会配布資料  

そ の 他 必 要 
事 項 

傍聴者なし  
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 発  言  者   会議の経過（議題・発言内容・結論等）  

白井  

 

 

 

 

 

諸 貫 教 育 総 務

課長  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

１  開会  

 

２  あいさつ  

 （鈴木教育長、川嶋委員長）  

 

３  進捗状況の報告  

⑴  施設の改修について  

 （資料１を用いて説明）  

  １２月議会において、施設改修の設計費用を補正予算に計上   

し、承認をいただいた。  

校舎の配置については、以前、準備委員会や地域協議会で、

小学校低学年の教室に不足が生じるとの予測から増築での対応

と説明した。それは、資料の校舎見取り図の右側にある教室棟

の中で、現在、生徒たちがいろいろな活動を行える多目的室を

含めて、開校時の小中全１２学級を配置するのは難しいとの見

込みであった。しかし、詳細な検討の中で、資料の校舎見取り

図の左側にある特別教室を工夫して使用することで、例えば、

国の方針によりパソコン室のパソコンをタブレット型に変換す

ることにより、パソコン室のスペースが活用できるなどするこ

とで、地域の方との交流の場など多目的に活用できると考え、

基本的には既存の校舎の中に配置することが可能との結果に至

った。  

普通教室の配置は、小中一貫教育の義務教育学校の特色を生

かすため、学年編成はフロア別に、低学年ブロック１年～４年、

中学年ブロック５～７年、高学年ブロック８・９年として各階

ごとに配置し、ブロックごとの活動を行うとともに、多目的な

教室で異学年交流なども実施できると考えている。  

具体的な配置計画は準備委員会でお示しし、決定していきた
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白井  

 

 

白井  

 

A 委員  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

諸 貫 教 育 総 務

課長  

 

 

 

 

A 委員  

 

い。  

  

⑵  各部会の進捗状況  

 （資料２のとおりに説明）  

  

何か質問等はあるか。  

 

  義務教育学校の開校はとても大きな仕事であり、相当な意気

込みをもって取り組んでいただかないと困る。８月２７日の時

点で、１年から４年生まで増築しないと間に合わないとの説明

であった。先ほどの話だと、詳細に検討したら現状の校舎で済

むと、かなりトーンダウンな感じがする。わずか数カ月の間で

こんなに変わってしまうものなのか、本当に真剣に考えている

のかと落胆している。子どもたちの豊かな心は、学力向上は、

環境からということで、非常に大事なことである。確かに、い

ろいろ工夫することで、現状の校舎で配置できるかもしれない

が、これだと教室に余裕がない。義務教育学校の特色を生かし

て、見沼中学校区義務教育学校に行きたいと思えるような学校

にしたいとの思いから、我々は地域の代表として協力させてい

ただいているので、この件については納得できない。  

 

  増築することが望ましいとの意見もわかるが、義務教育学校

としてのソフト面、動きに合わせた校舎全体の改修が必要では

ないかと考えている。子どもたちがこの校舎で巣立っていくこ

とを主眼として、教職員とも話し合いながら詳細を詰めていく

とともに、皆様の意見もいただいて進めていきたい。  

 

  パソコン室のパソコンをタブレットにとの説明もあったが、

それを整備するのは多くの時間と金額を要し、すぐにできるこ
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諸 貫 教 育 総 務

課長  

 

B 委員  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

諸 貫 教 育 総 務

課長  

 

 

 

 

B 委員  

 

諸 貫 教 育 総 務

課長  

とではない。それでは、今の見沼中よりも劣ってしまうと感じ

てしまう。市の財政面を考えると厳しいのかもしれないが、モ

デル校にする意気込みで取り組んでほしいし、素晴らしい学校

と思われるにはお金がかかると思う。先ほどの話では皆ついて

いかないと感じる。  

 

  義務教育学校として、新しい取り組みに合致するように施設

を整備していきたい。  

 

  見沼中学校区義務教育学校について、小学校１年生から４年

生までの教室を増築して統合すると理解していた。今の説明は、

予算上の問題で、増築せず何とかやりくりして解決していくと

そのように聞こえた。また、この統合の問題については、平成

２２年頃から保護者、地域の方、学校の先生などみんなで説明

会や話し合いを重ねて増築にと決めたものだ。それをここにき

て覆すということになる。このことについて、地域の方にどの

ように伝えるのか。このような説明では納得してもらえないと

感じる。  

 

  確かに説明会等では増築と説明していたのを、増築なしの既

存の校舎でというのは大きな転換であると認識している。ただ、

財政面というだけではなく、子どもたちがよりよく学んでいた

だくためにどういう施設が必要かということを検討していきた

い。  

 

  増築が必要だから、そのように説明してきたのではないか。  

 

  特別教室について、その目的のためだけに利用するのではな

く、いろいろな形で柔軟に利用できるように見直しをし、改修
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B 委員  

 

A 委員  

 

 

 

諸 貫 教 育 総 務

課長  

 

 

白井  

をしていこうと考えている。  

 

  最初からそのような考えはなかったのか。  

 

  今、説明があった改修についての青写真を提示していただき、

この準備委員会にかけてほしい。準備委員会で議論したほうが

いい。  

 

  現段階では具体的に示せないので、どのように改修してどの

ような使い方をするのか青写真をお示しし、準備委員会で議論

してほしい。  

 

４  その他  

  会議録について、現在、各部会で第１回目のものを確認して

いただいている。今後、市のホームページに掲載するので確認

いただきたい。  

  次回の準備委員会については、改修についての青写真ができ

た時点で、または、必要に応じご連絡させていただき調整した

い。  

 

５  閉会  

 

 


